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Wi前化学放射畿療法後発念切除できた布
p品ncoast蹄絡の 1的
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{はじめに1;千iPancoasl品li識で宇野前化学放射線機法後，完全部除施行
し得た 1例を経験した. [症例157成，男性 i現鶏控}おJz.舷挙上略
;む胸痛および発熱認め，近接受診.抗生斉1)治按iこで改轄を総めず，崩i

繕疑いにできき院内科紹介.TおLB路行，揺平上皮楢の診断を得た.綿

部CTiこて右締尖に広範な腕撃を没務が疑われ，また縦i鴇1)ンパ節髄股
もあり.:(q.j前化学故射報療法路行した (31%の縮小率， PR). c-

TJN2rv1O stagelllAの診断にて手荷を施行した‘{手争時11i:鵠弘f立，右第
5助関荷役後開方関綿.事上薬は薬織し，腕尖から第4助問背鰭綾ま

で議精していた.雑務の}受瀧があったと者え，主主着iま禁'Uがさずに第5

JlfJ脅から第 1HfJ骨まで後鰯方部を駁次切離，後方は椎体の関節留では
ずした，鎖骨下動静紙郊では簸痕i縁組識を認めたが，J.s連組織診にて

陰性であった.お上薬切除， rF.:!l'~部分切除. J陶競合許切除，経野~IJン
パ節，鎖骨上リンパ節郡清続協行した.手街時間 360分，出血査を
13ωmlであった. (務後経過}術後経過額鱗で24病日に退院し，現告:

も再発議妓は認めていない.
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